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勝山高等学校の推進する

「高校魅力化プロジェクト」

 探究学習の実施に向けた各種支援

 市内事業者等と協働した学習のフィールドを開拓

地域と学校を繋ぎ学びを地域でサポート

将来の勝山 のプレイヤー育成



探究学習とは

変化の激しい社会に対応して、探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・
総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解決し、自己の生き方を考
えていくための資質・能力を育成することを目標にしていることから、これからの
時代においてますます重要な役割を果たすものである　（文部科学省）

OECD（経済協力開発機構）のキーコンピテンシー（2003）
1.社会・文化的、技術的ツールを相互作用的に活用する能力　
2.多様な社会グループにおける人間関係形成能力　
3.自律的に行動する能力

出展：文部科学省学習指導要領解説

Keypoint
教員は教える立場から、一緒に考える対話相手
テーマは与えられるのではなく自分で見つけ出す



主な活動：勝山高校に常駐し実施

２月 授業コンテンツ作成、学内探究WG、事業者まわり 

３月 学生発表指導、カリキュラム作成 

４月 授業開始、協力隊研修（講師） 

５月 探究科授業本格化、中部中学校ゲスト講義 

６月 探究科個人面談、大野市協力隊連絡会 

７月 ２・３年生発表会、各種研修・研究会参加

８月 県立大学リレー講座、情報交流（仙台市、西粟倉村） 

９月 プレゼン添削、キャリア探究セッション 

10月 勝山高校探究的教育活動中間評価会 

11月 １年生ラウンドテーブル①、２年生テーマ別ゲスト対談 

12月 丸岡高校情報交換、ハピネスふくい放映

１月 探究成果一般調査、１年生ラウンドテーブル②、個人面談

２月 ２年生中間発表、福井大学ポスターセッションにて発表

３月 他校発表サポート、次年度計画、新入生オリエンテーション



探究学習の各種支援
探究特進科の授業計画（90コマ）・実施・サポート

普通科各学年の授業計画支援・授業準備

大学・事業者等のゲスト招聘事務

中学校向け学校紹介資料作成

探究関連研修会等の情報収集・参考図書紹介

探究成果検証のためのデータ取得・分析

その他、探究企画部業務支援

月 Day

想
定
・

計
画

実
行
・

分
析

ま
と
め

振
返

そ

の
他

I
n
p

O

u
t

内容案

4月 4/12 探究の学習スタイルについて理解（座学）

14 伝える技術．ロジカルシンキング、ワーク

14 学年全体の遠足メニューの検討

19 ｜

21 ｜

26 探究小サイクル_1：魅力の発見・紹介のための情報収集（自分の好きなこと）
28 探究小サイクル_2：課題発見・仮説、魅力の時間的変化を捉える　
28 探究小サイクル_3：課題の解決案の検討、現実味を討議（解決策実行の代替）

5月 5/10 探究科の遠足計画

12 学年全体の遠足メニューの検討/現地確認の予定に対するFB
12 ｜

17 遠足・現地

17 ｜

19 探究サイクル_4：現地調査結果のとりまとめ

19 現地調査結果の発表資料作成（紙ベース）

26 発表準備

26 発表・討議（グループ）　発表、他者理解

31 マーケティングフレーム　4P　STP

6月 7 自己理解（SWOT、エゴグラム）

14 （ちゃま）自己のテーマで：身の回りに有る魅力探索、興味関心の発見・情報収集

16 （ちゃま）情報整理・表現

16 （ちゃま）クラス内発表、他者理解・共感（グループ）

21 「チャマゴンに叱られる」発表会

23 発表の振り返り

23 　～SDGsをテーマにKJ法～自己テーマ検討開始　　　　：外部見学あり

28 ｜

7月 7/7 探究サイクルのおさらいと、テーマの深掘り

7 ｜

14 1学期の振り返り、2学期・夏期休に向けたお話

14 ｜

8月
リレー講座

9月 8 課題発見フェーズ：課題の想定・仮説立案・探究手法の検討

8 テーマ設定開始・デスクリサーチ・巡回

13 ｜

15 テーマ仮発表・相互質問

15 ｜

22 キーワード・テーマ×JAMBOARD

22 ｜

27 リレー講座予備日（生物資源学科）

29 デスクリサーチ

29 ｜

10月 10/4 デスクリサーチ＆個別面談

6 ｜

6 ｜

11 ｜

13 テーママインドマップ＆JAMBOARD　　他者の気づき、価値観を重視。

13 ｜

魅
力
発
見

課
題
発
見



市内事業者等との協働（順不同・敬称略）

■ 学内企画・報告会アドバイザー等

教育関係：福井県立大学教授ら（のべ37名）、

福井大学教職大学院、福井県教育委員会、勝山市教育委員会

勝山市役所：総務課・商工文化課・健康体育課・建設課・

営繕課・未来創造課・市民課

市内事業者等：福井銀行、福邦銀行、越前信用金庫、ラコーム、

厨ぼうず、多田製紐、北八建設、松文産業、

勝山市観光まちづくり会社、丸山工務店、K2アドバンスト、

勝山オレンジクリニック、フクタカ、ニットク、大北久保建設、

田村登記事務所、椿阪電機、坪内建設、福井勝山総合病院、

東急リゾーツ＆ステイ、橋島康祐、

地域おこし協力隊（西垣、山崎）

市外：福井新聞社、福井放送、PCN武生、丸岡高校、

プリマペンギーノ、Color Branding、山岸充、福井済生会病院、

玉木新雌、室伏長子

■ 学生個別相談等

北八建設、勝山オレンジクリニック、

北里大学災害医療センター、勝山青年会議所、世界一周大学、

橋島康祐、島田蓮、村上雄哉、

地域おこし協力隊（西垣、山崎、滝谷）

■ 取材・情報交流

東北大学、東京都市大学、東北学院大学、仙台高等専門学校、

福井高等専門学校、埼玉県立生越高校、PCN武生、探究横丁、

環境省中部EPO、ソーシャルアニマルボンド、大津屋、

エーゼロ（西粟倉村）、アルマスバイオコスモス研究所、

GAIAX、JAMSTEC、中部中学校、くにみクラゲ公民館、

福井放送、福井新聞、

県民福井



探究学習講座メニュー例
講座形式は全体の1/3程度に留め、自己で深める時間を十分に取ります。

探究ミニサイクル（遠足：魅力発見、課題発見、解決案、現地確認）
ロジカルシンキング（論理的に考える・伝える）
発表と相互評価（他者評価と自己評価の差異を確認）
エゴグラムとSWOT分析（自己理解を高める）
KJ法体験（SDGs、自分の興味関心を「好き」と「こだわり」で2軸分類）
思考マインドマップと相互意見収集（Jamboard）
データリテラシーとアンケート調査（何を聞くより誰に聞くが大事）
インタビュー調査のコツ（福井新聞ゲスト）
グラフィックレコーディングに学ぶメモをとるコツ（外部講師）
伝える技術（プレゼンデザイン）
レポートの書き方



R５年度の展望

探究の授業は、１・２年生（新課程）が同一の時間割で展開

属人的でない授業展開ができる仕組みづくりを前倒して実施

生徒の探究を介した地域参加機会を創出していく

勝山高校を「隠れた探究先進校」としてアピールしていきたい



APPENDIX



APPENDIX：探究学習の効果に関する定量調査 
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探究を楽しめた層は、成長実感、課外活動、地域への印象、自己スキルの自己評価がポジティブ。

勝山高校３年（旧課程）では各種スコアが高めだが、スキルの自己印象でもう一歩。
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注意：自己のスキル評価においては、自己理解を正しくできる枠組みが前提となり、

   自己理解の度合いが低い場合、実際より高く自己を評価する傾向があるため、解釈には留意が必要

APPENDIX：スキル印象「同年代の平均以上と感じている」



APPENDIX：探究で役に立ったと思うこと（勝高３年生）

• 仲間と話し合うことで、自分とは違った視点での意見を聞くことができた 

• 見通しを持って活動することができた 

• 地域について考える良い機会になった 

• 自由に取り組めるよう必要以上に指示されなかったのでスムーズに活動できた 

• 外での活動を行うきっかけになった  

• 知ろうとしていなかった知識が増えた  

• 関心を持ってもらうにはどうしたらいいのか考えられた 

• 裏付けをしっかりできるようにできたた 

• 大学に進学して多くの知識をもっと入れたい 


